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１　住みやすい暮らしがある

〈令和５年度　予算〉

１

ごみの収集・処理	 1億4751万円
（担当：住民課住民活動グループ） （担当：住民課住民活動グループ）

　家庭から出されるごみの収集運搬と他市町と連
携したごみ処理施設の管理を行います。
　今年度から、新たに10リットルの燃やせるごみ
袋の販売を開始します。また、昨年度から町内２
カ所で、乳幼児用紙おむつの拠点回収を開始して
います。
　小型家電、衣類、廃食用油の無料回収も引き続
き行っていますので、ごみ減量のご協力をお願い
します。
【町が無料回収するもの】

項　目 回収場所

小型家電製品 役場１階住民課窓口

衣類 役場１階住民課窓口

廃食用油 役場、Ａコープなど
＜財源内訳＞
ごみ袋販売代金	 1800万円
資源物売り払い収入	 90万円
町の負担	 １億2861万円

　不法投棄を減らすための対策と、町の施設や敷
地に不法投棄されたごみの処理を行います。
　なお、私有地に不法投棄されたごみは、その土
地の所有者または使用者が管理や処理をすること
になりますので、日ごろから不法投棄を未然に防
ぐ対策をお願いします。
　町の施設や敷地における過去５年間の不法投棄
の状況は、下表のとおりです。

【不法投棄の状況】
Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

テ レ ビ 4台 3台 5台 1台 1台

電化製品 10台 3台 2台 3台 1台

タ イ ヤ 2本 0本 0本 17本 1本

そ の 他 25件 47件 43件 18件 24件

不法投棄ごみの対策	 24万円

住みやすい暮らしがある住みやすい暮らしがある住みやすい暮らしがある住みやすい暮らしがある

①　環境の保全

掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています。

ＱＲコードからリンク→

１
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環境を保全する活動	 1012万円

空き家対策	 49万円

火葬場施設の運営	 646万円
（担当：住民課住民活動グループ）

（担当：住民課住民活動グループ）
総務課企画調整グループ）

（担当：住民課住民活動グループ）
　マイバッグの利用促進や使い捨てプラスチック
の削減、リサイクルの推進など、「第６次総合計
画」、「町環境基本計画」および地方公共団体実行
計画（区域施策編）に基づき、脱炭素社会の実現
に向けたＰＲ活動や、再生可能エネルギーの利活
用調査を行います。

＜環境保全啓発事業＞
　保育園の園児やとっぷ子どもゆめクラブ会員に
対し、自然由来の酒米ねんどなどを使用した図工
や、ペットボトルのリサイクルなどの話の中から
自然の循環や地球環境の大切さを知ってもらい、
環境保全の推進を図る講話を実施します。

○危険空き家対策
　審議会を開催し、町内の危険空き家対策を進めています。
　また、危険が迫った空き家への応急対応や町からの指導などにより、危険空き家を除去する際の補助を
行います。
　町内に建築資材の飛散や倒壊の恐れがある危険な空き家があれば、情報提供をお願いします。

○空き家バンク
　町のＨＰに、町内の空き家、空き地（宅地）、アパートの情報を掲載しています。
　空き家バンクへの登録は無料ですが、所有者による登録申請が必要です。

【平成26年度～令和４年度】
登録（件） 成約（件）

空き家 　25 22
空き地 101 83

※中古住宅の購入希望者が多く、空き家物
　件の多くは登録から６カ月以内で売却さ
　れています。

　滝川市、赤平市、雨竜町および新十津川町の２
市２町で共同運営する火葬場施設「滝の川斎苑」
（滝川市）の管理運営経費を負担します。

【掲載イメージ】
家01
住所：新十津川町字中央○○番地○○
構造：木造○階建て
築年：平成○年
延床：115.05㎡（約34.8坪）
間口：南側
間取：４ＬＤＫ
宅地面積：400㎡
価格：要相談
連絡：総務課企画調整グループ
電話0125-76-2131
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②　生活基盤の充実

１

定住・移住の助成	 6260万円
（担当：総務課企画調整グループ）

○住宅取得助成
　町内で新築（中古）住宅を取得した方に、助成
金を交付します。令和４年度は新築16件、中古１
件の申請がありました。
【助成額】
住宅 対象 施工業者 助成額

新築
転入者 町内 180万円

町外 150万円

町内者 町内 150万円
町外 130万円

中古 転入者 80万円
町内者 50万円

・中学生以下の子ども一人につき15万円分のふれ
あい商品券を交付

　令和４年度商品券交付数：15人分
・申請者（または配偶者）の親が町内にいる場合、
20万円を加算

　令和４年度近居助成交付数：８人分
【助成期間】　令和６年３月31日まで

○アパート建築助成
　町内にアパートを建築した方に建設費の一部を
助成します。
【助成額】

町内業者 町外業者
１戸当たり 100万円 60万円
１棟当たり上限 1000万円 600万円

○しんとつかわ「ＷＥＬＣＯＭＥ！」事業
　本町に転入された方にまちを知ってもらい、末
永く住んでもらうため、次のプレゼントを配布し
ます。
・ゆめぴりか（１人につき２合）
・とくとっぷカードへのポイント付与（19歳以上
１人につき2000円分のポイント）
・得きっずカードへのポイント付与（１世帯につ
き2000円分のポイント）
・あざれあ工房で製作されたエコバッグ

住宅の改修工事費助成	 2000万円
（担当：建設課都市管理グループ）

　町内の住宅を所有する方がいつまでも住み続けられるよう、町内の施工業者を利用してリフォーム工事
を行う場合に、助成金を交付します。
　今年度は事業最終年度となりますので、交付申請時期や工事の完了時期に注意してください。
　また、駆け込み需要により工事が集中する場合や、一部の建材、製品について納品が遅れる場合があり
ますので、住宅の改修をお考えの方は、お早めにご相談ください。

【助 成 額】　助成対象経費の５分の１（最大40万円）
【申請回数】　助成期間内に２回まで（２回の合計額40万円まで）
【助成期間】　令和６年３月31日まで
【対象工事】　増築、改築、修繕、模様替え（耐久性、居住性、省エネルギー性を向上させる改修工事）
【対象要件】　・町内の施工業者が実施すること

・助成対象経費の合計額が25万円以上であること
・交付申請をする年度の末日までに工事が完了すること

【対	象	者】　改修を行う住宅の所有者で、現に居住している方または改修が完了する日の年度末までに
当該住宅に居住する方

【対象住宅】　・新築後５年を経過している住宅
・一戸建ての住宅（店舗などとの併用住宅は、居住部分のみ）

※工事着手日の14日前までに交付申請をしてください。
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線路施設の撤去	 1705万円
（担当：建設課土木グループ）

　ＪＲ札沼線（北海道医療大学－新十津川間）の廃線後、本町では「踏切部の道路改良による交通安全対策」
「河川に架かる鉄道橋撤去による治水対策」「線路により東西に分断されている農地の圃場整備」「新十津
川駅周辺の跡地整備」を速やかに進めるため、ＪＲ北海道と協定を交わし町で線路の撤去事業を行ってい
ます。
　令和５年度ですべての撤去が完了します。
【令和５年度の計画】
○弥生地区　撤去完了
○花月地区　バラスト（砂利）撤去　4.1㎞
＜財源内訳＞
　バラスト売払い収入	 88万円
　札沼線跡地整備基金	 1617万円

旧新十津川駅の跡地整備	 1億2548万円
（担当：建設課土木グループ）

　ＪＲ札沼線（北海道医療大学－新十津川間）の
廃線に伴い、旧ＪＲ新十津川駅の跡地を公園に整
備します。
　工事は、令和３年度から３カ年の計画で、令和
５年10月の完成を予定しています。

【令和５年度の工事内容】
○公園整備工事
　園路舗装、メモリアル広場平板舗装
　照明灯設置、排水整備、駐車場整備
　パーゴラ・ベンチ設置
　総合案内板等サイン設置
　遊具設置、モニュメント設置

＜財源内訳＞
国の補助金	 3830万円
道の負担金	 400万円
札沼線跡地整備基金	 3182万円
町の負担	 5136万円

アクセス道路アクセス道路

空知中央病院空知中央病院文京団地文京団地

小学校グラウンド小学校グラウンド

メモリアル広場メモリアル広場

園路園路

園路園路

歩道造成歩道造成

【線路施設】 通信ケーブル

電柱
バラスト

レール

枕木

旧新十津川駅旧下徳富駅旧南下徳富駅

花月地区　Ｒ４～Ｒ５実施 弥生・文京地区　Ｒ３～Ｒ４実施済

鉄道施設の撤去　全８㎞
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１

新十津川町ドローンプロジェクト	 7134万円
（担当：デジタル化推進事務局）

　本町の基幹産業である農業においては、農業用ドローンが農家全体の約４割に普及しており、ドローン
が身近なものとなっています。人口減少、少子高齢化、買い物弱者・交通弱者対策といった町の抱える課
題解決に向け、また、新たな魅力として「ドローン」に着目し「ドローンのまち新十津川」を進めます。
さまざまな取り組みを行うことで、新たな雇用の場の創出や関連交流人口の拡大、地域経済の活性化、移
住・定住者の増加、生活の利便性向上を図っていきます。

【ドローンプロジェクトの主な事業】
①スクール設
立

操縦実技や知識の習得を通して冬期間も対応
可能なドローンパイロットなど人材の育成

②飛行テスト
コース設置

積雪寒冷地向けドローンの技術実証・開発
フィールドの提供

③ドローン配
送の実証

ドローンを活用した買い物代行配送サービス
事業の実証

④魅力発信 ドローン関連イベントによる「ドローンのま
ち新十津川」の魅力発信

＜財源内訳＞
道の補助金	 3567万円
町の負担	 3567万円

公営住宅の建設・維持管理	 6417万円
（担当：住民課住民活動グループ）

○さくら団地（橋本区）の建て替え事業
　令和３年度から令和８年度までの６年間で調
査、設計、建設、解体工事を行います。
　令和５年度は、既存道路を撤去し、さくら団地
を建設する敷地の造成工事を実施します。
○公営住宅366戸の管理
　令和６年４月からは、公営住宅の家賃などがコ
ンビニなどで納付できるようになります。
　また、公営住宅等長寿命化計画に基づき、あじ
さい団地（２棟８戸）の屋根の張り替えと外壁塗
装の工事を行います。
　あじさい団地の大規模改修工事は、令和５年度
で終了します。

＜財源内訳＞
国の補助金	 1144万円
家賃など使用料	 1415万円
町の負担	 3858万円

公共下水道の整備・維持管理	 2億2422万円
（担当：住民課住民活動グループ）

　下水道管やポンプ場など公共下水道施設の管理
を行うほか、石狩川流域下水道施設の運営費を負
担します。
　最適な施設管理を行うため、汚水管

かん

渠
き ょ

内のカメ
ラ調査を実施します。
　令和５年度に、下水道事業を官庁会計から公営
企業会計へ移行し、経営状況などを分かりやすく
お伝えできるようになりました。
　また、令和６年度からの使用料をコンビニなど
で納付できるよう準備し、町民の皆さんの利便性
向上を図ります。

ドローンによる配送サービス

役場１階に設置してあるデザインマンホール蓋
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町道の改修	 1億1342万円

道路の維持管理	 7055万円

（担当：建設課土木グループ）

（担当：建設課土木グループ）

　町道の舗装が古くなると、ひび割れ、わだち掘
れ、凸凹などにより走行の安全性が損なわれます。
　このような傷んだ町道を改修し、走行しやすい
安全な町道を維持します。

【道路工事】
④菊水団地内道路改築工事
工事路線：菊水２号南通り外７路線
工事内容：舗装打ち換え、縁石取り換え（全低下）
延　　長：824ｍ
⑤幌加清水沢線災害防止対策工事
工事内容：舗装新設、路面排水対策

　町道380kmの舗装補修、草刈り、道路照明や標
識の修繕および排水路の修繕など、道路の維持管
理を行います。
　令和５年度は、道路照明のＬＥＤ化と改善セン
ター駐車場の老朽化したトラフの改修工事を行い
ます。

【主な工事内容】
○区画線標示維持工事
　見づらくなった区画線の標示
○舗装補修維持工事
　舗装の穴やわだち掘れなどの補修
○道路照明ＬＥＤランプ更新工事
　道路照明のＬＥＤ化（62灯）
○改善センター駐車場排水改修工事
　劣化した排水側溝の更新（130ｍ）

＜財源内訳＞
管理協定負担金	 12万円
道路占用者の負担金	 250万円
町の負担	 6793万円

橋りょう修繕の実施	 5550万円

町道踏切部分の改修	 2830万円

（担当：建設課土木グループ）

（担当：建設課土木グループ）

　町が管理する148カ所に架かっている橋は、適
切な時期に修繕を行うことで、長期間安全に使用
することができます。
　令和５年度は、令和４年度に策定した橋りょう
長寿命化修繕計画を基に、計画的な修繕を継続し
て進めていきます。
【橋りょう工事】
⑥越智橋補修工事
　　橋長：7.4ｍ、幅員：8.4ｍ
　　工事内容：橋面防水、伸縮装置取り換え
⑦中寺橋架換工事
　　橋長：2.7ｍ、幅員；7.5ｍ
　　工事内容：ボックスカルバートの架換え

＜財源内訳＞
国の補助金	 1850万円
町の負担	 3700万円

　ＪＲ札沼線（北海道医療大学－新十津川間）の
廃線に伴い、令和２年度から令和５年度までの４
年計画で南４号線から南17号線までの合計14カ所
の踏切箇所の道路改修を行います。
　踏切施設の撤去や段差の解消、道路勾配の修正
などを行い、見通しの良い安全な道路に改修しま
す。
【道路工事】
○南10号線外踏切視距改良工事
工事路線：①南10号線、②南12号線、

③南15号線　合計３カ所
工事内容：道路改良
延　　長：３カ所合計140ｍ

＜財源内訳＞
国の補助金	 918万円
札沼線跡地整備基金	 1472万円
町の負担	 440万円

改修後の団地内道路（菊水区）
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都市公園の管理	 3784万円
（担当：建設課土木グループ）

　憩いと交流の場として利用されている都市公園
を、安心安全に利用していただくため、遊具の点検
補修や園内の草刈り、樹木せん定などを行います。
　令和５年度は、公園長寿命化計画に基づき青葉児
童公園の老朽化した遊具を更新します。
　また、農業農村改善センター前の北中央公園の園
路が、造成から30年以上経過し、舗装のひび割れや
凸凹が全体的に発生しているため、改修工事を行い
ます。

＜財源内訳＞
ふるさと応援基金	 241万円
パークゴルフ場管理協力金など	 17万円
町の負担	 3526万円

合併処理浄化槽の設置の支援	 217万円
（担当：住民課住民活動グループ）

　対象地区内での合併処理浄化槽の設置費用の一
部を助成するほか、新築および増改築を伴わない
合併処理浄化槽への転換に係る経費の助成も行い
ます。

【助成の内容】
人槽区分 助成額

５人槽 39万円
６～７人槽 47万4000円
８人槽以上 66万円
合併処理浄化槽への転換に係る
単独処理浄化槽の撤去費 最大12万円

合併処理浄化槽への転換に係る
くみ取り便槽の撤去費 最大９万円

合併処理浄化槽への転換に係る
宅内配管経費 最大30万円

＜財源内訳＞
道の負担など	 72万円
町の負担	 145万円

住宅の耐震化などの助成	 475万円
（担当：建設課都市管理グループ）

　昭和56年５月31日以前に着工された住宅の耐震
診断、耐震改修工事、解体工事に対して助成金を
交付します。

＜財源内訳＞
国の補助金	 22万円
道の補助金	 45万円
町の負担	 408万円

【助成の内容】
区　分 対　象 助成額
耐震診断 既存住宅 診断費用の３分の２

（最大15万円）
耐震改修
工事

耐震基準を満
たさない住宅

改修工事費の５分の１
（最大100万円）

解体工事 50万円以上の
住宅解体工事

工事費の５分の１
（町内業者施工：
　　　　最大30万円）
（町外業者施工：
　　　　最大20万円）

老朽化したすべり台（青葉児童公園）

老朽化した園路（北中央公園）
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③　交通環境の充実

１

町道の除排雪	 3億168万円
（担当：建設課土木グループ）

　町道の除排雪作業は、町が所有する機械14台と
受注業者の機械９台を使って行います。
【早朝除雪】
　午前２時の時点で10㎝以上の降雪や吹き溜まり
がある場合に、午前３時から作業を開始します。
【日中除雪】
　降雪状況に応じて郊外の除雪を行います。なお、
市街地は安全のため、原則行いません。

　令和５年度は、除雪機械の更新および増強を行
います。
【更新】
　標準使用年数を経過している除雪トラック１台
を更新します。
【増強】
　新築住宅が増えた市街地の除雪に対応するた
め、除雪ドーザ１台を購入します。
＜財源内訳＞
国の補助金	 2048万円
町の負担	 ２億8120万円 除雪ドーザ

地域公共交通の確保	 2946万円
（担当：総務課企画調整グループ）

　公共交通を再編し、新交通体系による運行が始まり１年が経過しました。
　生活に欠かすことのできない町内の交通手段を確保するため、予約制の「乗合ワゴン」や定時定路線の
「新十津川線」を運行する事業所に運行費用の助成を行います。
　公共交通は町内線が３路線、本町と滝川市や砂川市を結ぶ町外線３路線を運行しており、また、町内ス
クールバスに一般乗客の混乗運行を行っています。
　公共交通を多くの人に知ってもらい、利用してもらえるよう「お試し乗車」を実施します。まだ利用し
たことがない人も、このお試し乗車を利用して公共交通を体験してください。
　詳しい内容は広報しんとつかわ８月号でお知らせします。

排雪状況


